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和光 100 年まちづくり会議 第３回・第４回開催結果について 

 

１．開催概要 

 

開催回 開催日時 ねらい（目的） プログラム概要 参加者数 

第３回 12 月８日
（日） 

10〜12 時 

・第２回では、将来都
市像と目標像を描
くための素材とな
るキーワードが出
され、これを基に職
員 PT にて、目標像
が作られた。 

・目標像の内容確認
を行った上で、実現
に向けて、「市民目
線でできる取組ア
イデア」の抽出を行
う。 

・会場には４つのワークスペースが設け
られ、それぞれには３つの目標像が割
り振られている。ワークでは、３ラウ
ンドのアイデア出し時間が設けられて
おり、ラウンドごとに目標像が１つ取
り上げられる。（25 分×３ラウンド） 

・参加者はラウンドごとに関心のある目
標像が取り上げられているワークスペ
ースに移動し、意見を述べる。 

・３ラウンドの後には、フリータイムを
設け、参加できなかった目標像へのア
イデア出しや後から思い浮かんだアイ
デアを汲み取る時間を作る。 

市民：26 名 
 

第４回 １月19日
（日） 
10〜12 時 

・第４回前半では「私
ができること（得意
なこと）」を参加者
の前で自己 PR し、
個人での目標像へ
の関わり方を考え
るきっかけをつく
る。また、参加者同
士が理解し合い、つ
ながるきっかけを
つくる。 

・後半では第３回結
果を踏まえた「市民
ができること（たた
き台）」について修
正意見や新たなア
イデア出しを行う。 

・前半では、用意された自己 PR カードの
内容に沿って、希望者が「私ができる
こと（得意なこと）」の発表を行う。（１
人１分半） 

・後半では、個人での目標像への関わり
方などを参考にしながら、市民ができ
ること（たたき台）への修正意見やア
イデア出しを行う。会場は、第３回と
同様に４つのワークスペースに分かれ
ており、参加者はラウンドごとに関心
のある目標像が取り上げられるワーク
スペースに移動し、意見を述べる。（25
分×３ラウンド） 

・最後には、フリータイムを用意し、他
の目標像への追加アイデア出しと、自
己 PR を聞いて気になった参加者同士
がつながる時間を設ける。 

市民：24 名 

 

２．当日の様子 

 

□第３回 

  
どの目標像にアイデアを出すか考える参加者  ４つのワークスペースに分かれてアイデア出し 

資料１
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参加者自らも前に立ちアイデアを発表する   出されたアイデアを読み込む 

 

□第４回 

  
輪になって自己 PR を発表           面白い PR に笑みもこぼれる 

 

  
参加者で話し合うことでアイデアを膨らませる 集まったアイデアをその場で整理する  
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３．第３回まちづくり会議 

 

 □第３回プログラム 
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「市民一人ひとりができることを考えよう」
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□第３回ワーク結果 
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４．第４回まちづくり会議 

 

□第４回プログラム 

 

 

దద�ಔ౽ದಐ

� ਫ� ὃಓ␣ಱಷ㗷ὠ౼ಣ౾న
దదదదਫ�35 ೎ട೬ಷ㖉ሠ౼಄ಮ౯㢨౴ಓ೜ೢ೦೸ಐ⒨౼ಋ౴ಅ౺౩న

దద�35 ೢೇഃ���⭾౱ಌ౲ರ౸಍ಷၻ౭ರ
� ਫ�౹べ㟿ಓᬩᰬಏ౸಍಩ᘉᙬ␞ጮಓⷘ⌀ಷ䈹ኝ㯐ಓኻ㰯ᾊ㯐ሹಌ 35ಌ

౲ಣ౾䈩
� ਫ�ಁಗధ಄౴౺ಸಓᏡጄ⽎಍ಉಏ౱ರ౲ಈ౰౶ಐ౼ಣ౼ಬ౫న

దద�೅೒೚ഊഖഒട೒���ᨊ⍣౱ಌ౲ರ౸಍ಷ⽌౭ರ
� ਫ�ⱪ䈻ᗋഒട೒ಣ಍ದ಩ᐖ⧝∯ᆯಓሹᢪ಍♬ಮ౼ᐗ಴ಀಏ౱ಮధలᨊ⍣౱

ಌ౲ರ౸಍䈰಄಄౲ᐉ䈱ళಐᰬ㔺ಷኔ౼ಣ౼ಬ౫న
� ਫ�㯚ᭆಓ౧ರ⧝∯ᆯಷ䈻ಉ㤧ಸಌ೅ೇ೪೅ಷ౯⽌౭౴ಅ౺౩న䈰೸഍ടೢ

ೇഃಌሣಋಓ⧝∯ᆯಐ౹Ꮱጄ౩಄ಅ౶ಣ౾䈱

దద�೸഍ടೢೇഃ

� ਫ�㣅ጄ೅ೇ೪೅౱౹౻౩ಣ౼಄ಮధ∶㣢ⶲಐಚಀಸⶲಷ౯㛺ಯ౴ಅ౺౩న
దదదదਫ�ಣ಄ధ35ಷ⾃౩ಋ⍧ಐಏಈ಄Ꮱጄ⽎಍౯Ꮸ㤋ಐಏಯಣ౼ಬ౫న

దద�౯಴ಯಐ

దదదదਫ�౸ಱಐಋ䈼ᗋಐ⒨ರഒട೒౱ሣಋⷐဎ಍ಏಯಣ౾న౹Ꮱጄ౧ಯ౱಍౫
౹౻౩ಣ౼಄న

ᑲሌ ��� ᩍಣಆಊ౴ಯၹ㙺
ⱪ䈼ᗋ

���������
ဦ␣౰ಮ⒊ದಋ౩౴

೅೒೚ഊഖഒട೒

10:00-10:05

10:05-10:35

10:35-11:45

11:45-11:55

11:55-12:00

1

2

3

4

5

OUR
IDEA
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□第４回ワーク 自己 PR カード 

 

 

 

 

⮬ᕫ PR࣮࢝ࢻ

㸧ྍࡶ࣒࣮ࢿࢡࢵࢽ๓㸦ྡ࠾

ձ⮬ᕫ ࠸࡚ࡋάືࠊ࡜ࡇࡿࡁ࡛ࠊ࡜ࡇ࡞ᚓពࡢࡓ࡞࠶ࠉ35

ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡁ᭩࠾ࢆ➼࡜ࡇࡿ�ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ճࡢ࡛ࡲࢀࡇ࿴ග㸯㸮㸮ᖺࡾࡃ࡙ࡕࡲ఍㆟ࡢឤ᝿

ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡁ᭩࠾ࢆ

ղࡢࡇ⮬ᕫ 35 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢆۑ࡛ࢇ㑅ࡘ㸯ࠉ͐ࢆ

࠸Ⰻ࡚ࡃ࡞ࡋ௓⤂࡟≉���࠸Ⰻࡶ࡛ࡽࡕ࡝���࠸ࡓࡋ௓⤂ࠉ

⮬ᕫ PR࣮࢝ࢻ

㸧ྍࡶ࣒࣮ࢿࢡࢵࢽ๓㸦ྡ࠾

ձ⮬ᕫ ࠸࡚ࡋάືࠊ࡜ࡇࡿࡁ࡛ࠊ࡜ࡇ࡞ᚓពࡢࡓ࡞࠶ࠉ35

ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡁ᭩࠾ࢆ➼࡜ࡇࡿ�ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ճࡢ࡛ࡲࢀࡇ࿴ග㸯㸮㸮ᖺࡾࡃ࡙ࡕࡲ఍㆟ࡢឤ᝿

ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡁ᭩࠾ࢆ

ղࡢࡇ⮬ᕫ 35 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢆۑ࡛ࢇ㑅ࡘ㸯ࠉ͐ࢆ

࠸Ⰻ࡚ࡃ࡞ࡋ௓⤂࡟≉���࠸Ⰻࡶ࡛ࡽࡕ࡝���࠸ࡓࡋ௓⤂ࠉ

⮬ᕫ PR࣮࢝ࢻ

㸧ྍࡶ࣒࣮ࢿࢡࢵࢽ๓㸦ྡ࠾

ձ⮬ᕫ ࠸࡚ࡋάືࠊ࡜ࡇࡿࡁ࡛ࠊ࡜ࡇ࡞ᚓពࡢࡓ࡞࠶ࠉ35

ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡁ᭩࠾ࢆ➼࡜ࡇࡿ�ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ճࡢ࡛ࡲࢀࡇ࿴ග㸯㸮㸮ᖺࡾࡃ࡙ࡕࡲ఍㆟ࡢឤ᝿

ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡁ᭩࠾ࢆ

ղࡢࡇ⮬ᕫ 35 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢆۑ࡛ࢇ㑅ࡘ㸯ࠉ͐ࢆ

࠸Ⰻ࡚ࡃ࡞ࡋ௓⤂࡟≉���࠸Ⰻࡶ࡛ࡽࡕ࡝���࠸ࡓࡋ௓⤂ࠉ

⮬ᕫ PR࣮࢝ࢻ

㸧ྍࡶ࣒࣮ࢿࢡࢵࢽ๓㸦ྡ࠾

ձ⮬ᕫ ࠸࡚ࡋάືࠊ࡜ࡇࡿࡁ࡛ࠊ࡜ࡇ࡞ᚓពࡢࡓ࡞࠶ࠉ35

ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡁ᭩࠾ࢆ➼࡜ࡇࡿ�ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ճࡢ࡛ࡲࢀࡇ࿴ග㸯㸮㸮ᖺࡾࡃ࡙ࡕࡲ఍㆟ࡢឤ᝿

ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡁ᭩࠾ࢆ

ղࡢࡇ⮬ᕫ 35 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢆۑ࡛ࢇ㑅ࡘ㸯ࠉ͐ࢆ

࠸Ⰻ࡚ࡃ࡞ࡋ௓⤂࡟≉���࠸Ⰻࡶ࡛ࡽࡕ࡝���࠸ࡓࡋ௓⤂ࠉ
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□第４回ワーク 自己 PR の内容 

 

 

注：参加者のお名前は、個人の特定につながるため掲載を控えさせていただきます。 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お名前 自己PR

1 和光の身近な自然を知り、守り、活かす活動。白子宿特別保全緑地（富沢湧水）大坂ふれあいの森、新倉ふれあいの森を次世代に残すこと。

2 和光の特徴的自然環境を残していこうと、NPO法人和光・緑と湧き水会で活動しています。特に湧水の富澤湧水、植物ゆたかな大坂ふれあいの森を残したい。

3 子育てしながら、ママ向けにストレッチ&ウォーキングの講座を開いてます。

4 子供が好き、お花が好き、好奇心旺盛

5 「心を込めた花で明るい街づくり」の活動をします。今年はオリパラ開催、市制50年です。これを機に街の活性化につなげよう。

6 社労士として労働問題、働き方改革（現、東京労働局で「働き方・休み方コンサルタントに就任」で、事業主と働く人との関係を良好にすること。

7 キャリアコンサルタントとして就業後、研修などを行っています。

8 キャリアコンサルタントの資格を活かして人の話を聞いてご自身で考えてもらうことはできるかもしれません。

9 NPO活動（赤ちゃん先生、わこう子育てネットワークetc)、和光地域デザイナー、まちの見聞特派員、わこまち探検隊レディースなどなど…色々な地域活動をしてます!!

10 傾聴ボランティア、介護福祉サポーター、法人後見支援員

11 ①カンキョウ市民会議メンバー②NPO法人和光・緑と湧き水の会会員

12 機械をさわるのが好き、社会や地域に何か貢献したいと考えている

13 <絵・図解>仕事で絵を描いて話し合いに図解化が年や性別を超える。合意形成に役立つ。<ガイド・子育て>傾聴力

14 プログラマーをやっています。Facebookなどで和光地域デザイナーという活動をしています。SNSなどを使って和光が好きになるような情報を出していきたい。

15 社会福祉協議会の職員です。地域づくり、障害者支援、生活困窮者支援が仕事。趣味の活動…Wakoのゴスペル清水かつらを歌う。

16 行動力とコミュニケーション能力を生かし、A（相手）+B（自分）＝C（相手を分かち合える答えを出す）日頃から何をするにしても労力している。

17 市民恊働による「まちづくり」

18 英語の通訳ボランティア、投資経験40年以上

19 漫画家になるため？活動しています。現在通信制高校3年生

20 通信・インフラ関係のこと、営業、ギター、山登り、アウトドア

21 1.少しだけ白子宿の往時を断片的に知る、見てきた2.方言（土着語）を知ってて使える3.居住地域の早朝ゴミ回収活動を基本的に（日）以外毎朝やってる

22 特に今まで活動したことはありません。これから、できる範囲でできることがあれば探して参加してみたいと思います。

■ 2020年1月19日　第４回和光100年まちづくり会議　自己PRカードまとめ

■ 2020年1月19日　第４回和光100年まちづくり会議　自己PRカードまとめ

お名前 紹介希望 感想

1 紹介したい 話しだけでなく実行が大切。実際の環境を見ること。

2 紹介したい 多方面で活躍している若い方達とも交流ができて、和光の今を感じられた。

3 どちらでも良い どの世代の方も和光をよくしたいと考えている方が多いと思った。ぜひ快適な街になってほしい。

4 どちらでも良い

5 紹介したい 次回の開催を希望します。

6 紹介したい 全体的にテーマが大きく、議論に入りにくいこともあったが、回数を重ねるごとに討論に加わることができた。

7 どちらでも良い 初回参加はできなかったが、短い時間で意見が多く出て何かヒントになったと思う。

8 どちらでも良い 様々な立場の方の思いや意見をきけて良かったのと、まとめる難しさも知れて良かったです。

9 どちらでも良い 色々な方と知り合えるキッカケになり、色々な考え方があることを知れて面白かったです。

10 特に紹介しなくて良い １年、10年、50年を見据えた将来、街づくりを語る為の顔に明るい未来を感じた。

11 特に紹介しなくて良い

12 特に紹介しなくて良い 思っていたよりも１回の時間が不足していたように感じました。（多くの意見が出たので）

13 紹介したい 地域と自分がどう関わるのか考えるヒントを頂き、社会課題解決は得意と気づいた。

14 紹介したい いろいろな人がいろいろな考えを持っているのがわかり面白かった。

15 どちらでも良い つながりづくりに興味、関心のある人がたくさんいると実感。心強いです。

16 どちらでも良い お世話になりありがとうございました。自分とはまた違った考え方の方がいて勉強になりました。

17 どちらでも良い 楽しかったです。

18 紹介したい 中長期的和光を日本首都圏の中でどう特徴づけるのか不透明。

19 どちらでも良い

20 どちらでも良い 和光に住んでいる人の生の意見がわかってよかった。

21 どちらでも良い スミマセン、第4回の本日が初参加ですんで。

22 どちらでも良い 「和光市」という街に対して様々な意見を聴くことができ、勉強になっています。
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□第４回ワークの結果 

 

 

和光 100 年まちづくり会議 第４回アクションワーク 

【交流から深めていく】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標像１ 良好な居住環境が得られる 

駅周辺でのにぎ
わい・魅力づく
り 

・マルシェの拡
大	
・オープンテラ
ス	
・ブランチェリ
ア	

自然環境に経済
的価値を認める	

和光らしいまち
を！！ 

ネーミングライ
ツ（私募債）を
利用した駅前整
備。市民参画に
よるあるべき和
光の玄関	

ペデストリアン
デッキによる駅
前歩行、アクセ
スの改善、広場
の増加→イベン
ト増	

大型建設物（マ
ンション等）に
は一定の緑化ル
ール	
・屋上緑化、壁
面緑化	

統一感のある駅
前景観	
電柱をなくして
木々を	
「テーマのある
街」	

大坂ふれあいの
森	
とても良い	
すぐ近くで開発
が進みそう	

50 年後にスラ
ム街にならない
ような調和のと
れた開発	
	

駅前がどこでも
あるような開発
になるのは残念	
	

街づくりに田舎
の香りが感じら
れるものが見え
る化し続けて欲
しい	

畑が売れてアパ
ートになってい
く現状がある	

文京区	
面積	同じ	
人口	20 万	
でも緑が豊か	

相続	税制	

個人で畑を維持
するのは大変	

市内の景観美し
いところを映像
で紹介	

住んでもらう、
選んでもらうた
めには良さを
PR 

駅で紹介	街なかにちょっ
とした空間があ
る	

緑地を守る	
自然	
市民ボランティ
ア	

守る・残す畑を
位置づける	

自然を守る・ 
残すためには… 

トラスト制度な
どの緑地保全	

・駅周辺や公園
維持管理に関す
るルールづくり	
▶ポイント制に
よる参画メリッ
トの導入	

身近に自然があ
るまち 

和光 100 年まちづくり会議 第４回アクションワーク 

【交流から深めていく】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標像２ 安全かつ快適に移動できる 

子供の歩行 
（安全性） 

電車の快適性 

樹木の根・段差
を解消	

自転車施策に自
転車アドバイザ
ーの知見が必要	
自転車ツーキニ
スト	 疋田智	
でググれ	
	

自転車ゾーンつ
くる	

自転車	
コーディネータ
ー	

北口の開発（い
なげや辺り）	
道路拡幅	
自転車道、歩道	

開発するなら道
路拡幅	

そもそも時間制	
道路別交通量は
どれくらい把握
できているの
か？	
→歩行者、自転
車専有時間の設
定	

自転車免許の導
入	

時間制	
通行方向規制	
一通で人増	
自転車増に対応	

移動できる花壇	
登下校見守り	
強化	

駅前交通規制	
（スクールゾー
ン拡大）	
一定時間の駅前
への私有車進入
禁止	
バス OK	

足りない	

有償	

スピードがでや
すい道路にあえ
て障害物を設置	

小・中学校、登
下校のコースの
安全性について	
→見直し検討	
シルバーボラン
ティア、地域ボ
ランティアの積
極参加	

道路ペイント	浅久保通り	
ゾーン 30 化	

景観ロード	 ブラタモリ	
（ガイドツア
ー）	

坂は魅力	 安全に坂を楽し
む	

歩いて駅までく
ると何かいいこ
とあるとか	

坂の多いまち
は、発掘する所
が多い、坂の特
徴を活かす、景
観も活かす	

副都心線	
通勤時間帯の増
量	

タクシーを増や
す、できなけれ
ば白タク	

横並び歩行者	

民間タクシー	

公用車	

車の快適性 

歩行者主体 

自転車主体 

駅前開発 

抜け道 

８両→１０両	
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和光 100 年まちづくり会議 第４回アクションワーク 

【交流から深めていく】 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目標像３ 身の回りの不安が軽減される 

①発する（声をあげる） 

黄色信号を出せ
る環境	

気軽に話せる相
手（をつくる）	

コミュニティカ
フェ	

趣味でつなげる	

普段何気なく通
う場を見つける
（例えば、酒
場、自治会、自
転車屋等）	

小さな仲間をつ
くる（例えば、
自転車屋さんを
中心としてコミ
ュニティ※）	

②受けとる（声をかける） 

周りの人による
アプローチ	

おせっかい隊	

市民の役目は… 
例えば、知らせ
る、つなげる、
自分から声をあ
げる等 

まず知る	 つながりを持つ	 行政との協働	自分で何ができ
るかを考える	

気軽に声をかけ
る、声をあげる	

楽しんでやる	

わんわんパトロ
ール等の活動	

具体的な取組は
… 

いざという時	
「助けて」と言
える地域をつく
るのは、私たち
市民ひとりひと
り	

困った時には積
極的に声をあげ
る←これが難し
い	

※ある人のお子
さんが行方不明
になった時に、
同じ自転車屋に
通う人達がライ
ド中にそれらし
い子がいないか
気にかけるとい
う動きが自然発
生した！ 

和光 100 年まちづくり会議 第４回アクションワーク 

【交流から深めていく】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標像４ 子どもが自己肯定感を持ち健やかに育つ 

大人が準備する
のではなく、子
供が自発的に希
望・要望してい
ることに耳をか
たむけ、可能な
範囲で実現でき
るように手伝う	
(例)TVでやっ
てた「ボールで
遊べる公園がほ
しい」	
	

まちづくり会議	
	 	 	 ↓	
子どもまちづく
り会議	

自主性 自然の体験	
どんなことがあ
るのか具体的に	
大人は見守りそ
れをたすけるよ
うにもって行く	

和光の企業（ホ
ンダ、理研な
ど）	
社会科見学も含
め、課外活動な
ど、子供と企業
の学びの場をつ
くる	

子供の意見をき
く時間を学校と
地域でもってい
く。	
（例）児童館や
学校以外で使用
するところで何
か提案を子供か
らきく機会	

補足 ex 板橋 

子供が意見を言
える 

和光市内の職業
体験!!	
『ワコザニア』
キッザニア的な
…楽しい感じの
…	
働きながら地域
のことを知って
みる。親子で。	
	

広報わこうの子
供ライター（ま
ちの見聞特派員
キッズ）で和光
市のことを子ど
も目線で PRし
てもらう（10
代の子）	
	

デイサービスな
どに子どもたち
もいけるように
多世代交流	
	

子どもを育てる
人全般か発達心
理学等の専門的
知識を得る場	
↑発達障がい等	

地域の企業 
市役所 

大人との関わり 

子供を育てる 

大人の知識 

思いやり 

×大人目線 

子供意見 

大人の話等 
受け止める 

成長 

執筆者（ライタ
ー）をリレー式
にする 
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和光 100 年まちづくり会議 第４回アクションワーク 

【交流から深めていく】 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目標像５ 安心して妊娠・出産・子育てができる 

市民の役目は… 
例えば、情報、
支えあい、おせ
っかい 

妊婦タクシー	
→行政へ	

パパママイベン
ト in	和光	
子供の子育てイ
ベント（地域レ
ベル）で定期的
に開催していく	

子育て講習（出
産前と同じく）	

子育てをしなが
ら特技・資格を
生かし小額でも
収入が得られる	

SNSで情報収
集、交換	
つながりつくり
→リアルでも会
えるように	

子供を預かって
もらえる趣味の
場所	

（ワーママ向
け）土日のサー
クル開催	

子育てネットワ
ークの活動	

プレーパーク	
@◯◯公園	

親の学び講座	
by子育てネッ
ト	

（とも育て）	

子育の面倒を見
あう	

お互いの子ども
を見ながらイベ
ント等に参加	
	

具体的な取組は
… 

ママフェスを推
進！！	

子供会は未就学
児が参加しづら
い（対象になっ
ていない）	

和光 100 年まちづくり会議 第４回アクションワーク 

【交流から深めていく】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目標像６ 高齢になっても、住み慣れた地域で暮らし続けられる 

市民の役目は… 
例えば、自立、
生活の充実、孤
立ゼロ 

地域の信頼関係
を構築する	

誘う、	
声をかける	

きっかけづくり	

お酒、趣味を介
したお誘い	

食事、お茶の	
お誘い	

読みきかせ	
etc.	

高齢者（特に男
性）のとじこも
りをなくす	

さわやか会（シ
ーアイハイツ）	
集いの場	

高齢者と若い人
があたり前に一
緒にいる施設	
（例）学校と福
祉センターを一
緒にする	
高齢者にも「生
きる」という意
識が持てるよう
な仕組み	
（例）優遇しす
ぎない、保護は
する	
	

孤立対策	

集まって住む	 ゴミ出しのお手
伝い	

学校のサポート	
（学習支援）	

具体的な取組は
… 

自らの退職後の
暮らし方を考え
る	



 
16 

 

 

和光 100 年まちづくり会議 第４回アクションワーク 

【交流から深めていく】 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標像７ 誰もが、自立した生活と社会参加ができる 

支え手になる 
（当事者も） 

何故ダメなのか
の明確化。	
×自立してない
から働いてない
から、引きこも
ってるから、学
校に行ってない
からダメ	
◯貴方の現状は
即ちこういうプ
ロセスで他者に
迷惑をかけてい
る。だからダメ
だ。	

誰もが支え合
い、障害者も支
え手に	

一歩外に出るた
めのアプローチ
として言葉が大
事	

「引きこもって
ても良いのでは
ないか」という
考え方もあり	

まずは一人ひと
りがかけがえの
ない存在である
ことを意識する 

誰もがかけがえ
のない存在。自
分も。多様性。
ダイバーシティ	

市民サポーター 

障害児・者の余
暇活動を支援
（市内スポーツ
団体が協力を）	

意見を言える
（発言できる）
当事者が出てい
く	

「保育あり」	
「手話通訳あ
り」などの一言
があれば、参加
しやすい（例え
ば、100 年まち
づくり会議のチ
ラシにも）	

当事者の方が答
えやすいアンケ
ートの工夫 

活躍の場づくり 

障害者が社会参
加や就労ができ
る機会が増えて
いくといい。	

販売する場所の
提供	
例えばイトーヨ
ーカドーに協力
してもらう	

スマイル工房	
とてもおいしい	

自信につながる	

当事者の声を聞
く 

マッチングがポ
イント 

企業側も学ぶ必
要がある 

生活者へのアン
ケート。わかり
やすい言葉で！	

相手に寄りそっ
た声かけ 

当事者の方が外
に出てこれる工
夫、気配り 

アンケートの設
計などにも当事
者の声を反映す
る	

和光 100 年まちづくり会議 第４回アクションワーク 

【交流から深めていく】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標像８ 健康で日々を暮らしている 

身近で自然を楽
しめる環境を大
事に 

身近な自然に親
しむ	

平均寿命は交流
度合に関係する
という説あり	

落ち葉はそのま
までも良い	

緑に囲まれた
道	
斜面地	

雑草、落ち葉の
上が気持ちいい	

自由に立入りで
きる草地や林	

適度な運動をす
るとおいしく飲
める	

男性がなかなか
外に出てこない	

目的を持った寄
付を受け取れる
仕組み	何か一つやる 

外に引き出した
い 

引き出す工夫 

「パブリックコ
メント」では人
は集まらない	

人を引き出す工
夫が必要	
（敷居が高い）	

所有者に解放し
てもらう 

解放してほしい
（自然を）	

歌うことで健康
に	

ラジオ体操の行
き帰りに掃除	

ツアー 

たくさん歩く	 ウォーキング中
に交流できる	

自然をめぐるツ
アーがあるとい
いな	

心の健康にもつ
ながる 
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和光 100 年まちづくり会議 第４回アクションワーク 

【交流から深めていく】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標像９ いきいきと仕事をし続けられる 

新しい 
魅力づくり 

新しい政策 

地場産品	
何がある？	 インキュベーシ

ョン	

税金	

理研	
和光病院	

保健制度変える	

鍋イベント	
参考に	

和光食材	
創作料理	

和光レシピ	

いいお店	
増えてほしい	

和光を味わえる	
レストラン	

お店の	
スポンサー	
ファンド	

成功モデルの情
報提供	

スタートアップ	
フォロー	

事業者だけでな
く高齢者の活躍
のためにも	

ビジネスアイデ
アのマッチング	

ありがとうの気
持ち	

産品ではなく 
アイデアを売り
出す 

個人商店の 
活性化のために 
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目標像１０ 趣味などを通して充実した時間を過ごせる 

→多世代 

駅前広場で手作
り手芸作品	

他自治体を参考
にする	

HP に活動を載
せる場所 
分かりやすいと
ころ 

スポーツ 

足を運んでみら
れるところ 

市民活動プラッ
トフォーム	
人材バンクみた
いな	
何がどう活用し
ているのか一般
の市民には伝わ
らない	

駅の近くに安く
借りられる会議
室がほしい。	

市民活動 
たくさんありす
ぎる 

語学ボランティ
ア、和光国際 

お金がないとで
きない	
クラウドファン
ディング	

Ex)本厚木 

声かけ 

オリンピック 手芸作品 

場所、とり方、
空き家 

「駅前インフォ
メーションセン
ター」（柏市み
たいな）	
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目標像１１ まちや人とつながり、心豊かに過ごす 

つながり増やす
には… 

新しい工夫 

和光まつりに子
供ブースをもっ
と増やしてほし
い、市民まつり
などの活用で、
和光の団体にも
参加してアピー
ル	

参加者側から声
かけ	

市内商店と連携
（ICT）したデ
ジタルサイネー
ジ強化	

和光に来ている
人のイメージっ
て何？インタビ
ューと発信	
ホンダ、理研等
などに聞く。	
「和光」ってど
んな所？	

自由に使えるイ
ベント場所とイ
ベントづくり
（市内団体によ
る統一テーマ
市）	

オールドメディ
アとの連携、ラ
ジオ、新聞、ケ
ーブルテレビに
おける発信量の
増加、国外向け	

発信力の拡大。	
紙によらない発
信、SNS、
Youtube、国外
向け	

和光の有名人作
り。プロフェッ
ショナル登録を
通じた「和光に
この人あり」と
WS開催	

楽しいイベント
企画	

若い人への発信
の仕方を考える	

自治会ネーミン
グ変える	

育成会がきっか
け	

人づてにスカウ
ト	

市のことをもっ
と理解できるよ
うに	

詳細が分からな
い（広報）	

一覧で見られる	

行事や催しに参
加したり発信す
ると市内商店街
で活用できるポ
イントがもらえ
る仕組みの制定	

＜隣人との関わ
り方セミナーみ
たいなもの必要
＞転入者・高齢
者の気持ちが分
からないと始ま
らないから	

地域センター、
公民館など、市
での活動や施設
を積極的に活用
できるような広
報、認知しても
らえるようなも
の	

広報だけでは難
しい	

情報発信のため
に市役所内に場
所を設置する→
常設として	

団体活動検索	

デジタル	
アナログ	若い人にハード

ルを PR！	

情報をシェアす
る	 広報の課題 

広報わこうの	
LINE@化	
メルマガ	
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目標像１２ シビックプライドを持つ 

北口開発 

トラストとして
市民によびかけ
る	
その中で、緑と
湧水	

わかりやすい指
標がほしい	
子育て改善率全
国 No.1	

地域の誇り 

富澤湧水	
県内でも有おう	

待機児童 数値でわかるこ
と 

周辺自治体と比
較 

白子宿 
重要性を PR 
台地の端部 
湧水、斜面地、
生き物（ブラタ
モリツアー） 
窓口 
会の後継者 
お金の集め方 

「シビックプラ
イド」という用
語は難解、自然
と調和するまち	

湧き水	
営団地下鉄	
プロモーション
で変化	

市民活動	
たくさんありす
ぎる	
場所、人、プラ
ットフォーム、	
整備	

お金がないと何
もできない	
クラウドファン
ディング	

湧水の会の後継
者はいるのか？	

重要性を PRす
る人材が必要な
のでは？	

営団地下鉄がプ
ロモーションで
和光市の湧水を
取り上げている	


